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山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
機
関
誌

　

平
成
22
年
度
中
小
企
業
組
合
活
性
化
情
報

7月の出来事

●時　事

  1日  県内路線価18年連続下落、

　　   　　　　　　　　上昇地点はゼロ 

  4日  ゆうパック遅配

11日  スペインがW杯初優勝

11日  参院選、自民党が第一党に

12日  各地で大雨被害相次ぐ

17日  関東甲信地方で梅雨明け

●山梨県中央会ニュース

  6日  事務連絡協議会総会

  7日  正副会長会議

15日  レディース中央会やまなし通常総会

29日  労務改善団体連合会総会

8月の予定

  8日～　インターンシップ受入

 ● 3面  景況情報、業界の声

 ● 4～5面  各組合活動紹介

 ● 5面  ただいま開発中

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ

定価100円
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　7
月
21
日
、か
い
て
ら
す
に
お
い
て
、山
梨
県
食
品

産
業
協
議
会
及
び
山
梨
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
の
通
常
総
会
及
び
同
協
議
会
の
主
催
に
よ
る

「
山
梨
県
食
品
産
業
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　山
梨
県
食
品
産
業
協
議
会（
長
澤
利
久
会
長
、㈱
は

く
ば
く
会
長
）は
、昭
和
63
年
に
、「
地
域
農
水
産
物
の

利
用
の
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、本
県
食
品
産
業
の

振
興
を
積
極
的
に
推
進
し
、も
っ
て
一
般
消
費
者
の
食

生
活
の
安
定
向
上
と
本
県
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。ま
た
、山
梨
県
食

料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会（
長
澤
利
久
会
長
）は
、平

成
18
年
に
、「
地
域
の
食
材
、人
材
、技
術
等
の
資
源
を

有
効
に
結
び
つ
け
地
域
に
密
着
し
た
食
品
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、食
品
産
業
・
農
業
・
関
連
産
業
が
連
携

し
、加
工
適
正
に
優
れ
た
品
種
や
新
た
な
加
工
技
術
の

開
発
・
導
入
、地
域
食
材
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発

等
の
取
組
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
。　両

協
議
会
の
会
員
は
、同
一
で
あ
り
、正
会
員
が
12

団
体
・
企
業
、賛
助
会
員（
準
会
員
）が
7
団
体
で
あ
る
。

昨
年
4
月
、山
梨
県
農
政
部
果
樹
食
品
流
通
課
よ
り
本

会
に
事
務
局
が
移
管
さ
れ
た
。

　総
会
に
お
い
て
は
、平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
・
収

支
決
算
の
承
認
、平
成
22
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予

算
の
決
定
、会
費
の
額
及
び
徴
収
方
法
が
原
案
の
と
お

り
可
決
決
定
さ
れ
た
。ま
た
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

会
長
‥
長
澤
利
久
、副
会
長
‥
矢
澤
雄
兒
、武
田
與

光
、理
事
‥
向
山
公
夫
、菊
原
甲
子
男
、志
村
武
彦
、

佐
久
間
一
壽
、杉
山
一
美
、監
事
‥
小
宮
山
光
彦
、前

島
善
福

 

総
会
で
決
定
さ
れ
た
今
年
度
の
事
業
概
要
は
次
の
と

お
り　1 

企
画
運
営
会
議
の
開
催

①
本
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

②
農
商
工
等
連
携
事
業
の
評
価
に
つ
い
て

　2 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
支
援
事
業
の
実
施

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
の
広
報

　3 

連
携
人
材
育
成
研
修
会
の
開
催

①
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
等
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　4 

先
進
地
調
査
研
修
の
実
施

①
新
商
品
の
開
発
販
路
拡
大
等
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　他
県
の
先
進
企
業
の
視
察

②
新
商
品
の
開
発
販
路
拡
大
等
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　ス
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
等
の
視

察

　5 

新
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
支
援（
追
加
公
募
中
）

　総
会
終
了
後
、山
梨
県
食
品
産
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、施
策
説
明
は
、農
山
漁
村
6
次
産
業
化
対
策
事
業

の
考
え
方
に
つ
い
て
、農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
生
産

経
営
流
通
部
食
品
課
長
の
本
郷
秀
夫
氏
が
説
明
し
た
。

そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
。

　6
次
産
業
化
と
は
、農
業
者
に
よ
る
生
産
・
加
工
・
販

売
の
一
体
化
や
、農
業
と
第
二
次（
加
工
業
）・
第
三
次

（
流
通
業
）の
融
合
等
に
よ
り
、農
山
漁
村
に
由
来
す
る

農
林
水
産
物
、バ
イ
オ
マ
ス
、農
山
漁
村
の
風
景
、そ
こ

に
住
む
人
の
経
験
・
知
恵
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
「
資
源
」

と
、食
品
産
業
、観
光
産
業
、I
T
産
業
等
の
「
産
業
」

と
を
結
び
付
け
、地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
と
新
た
な
業

態
の
創
出
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

　生
産
・
加
工
・
販
売
の
一
体
化
、産
地
の
戦
略
的
取
組

の
推
進
、輸
出
促
進
、高
収
益
部
門
の
育
成
・
強
化
、生

産
資
材
費
の
縮
減
等
を
体
系
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、6
次
産
業
化
等
を
推
進
し
、新
た
な
付
加
価
値

や
人
材
を
創
出
し
、雇
用
と
所
得
を
確
保
し
、若
者
や

子
供
も
農
山
漁
村
に
定
住
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
。

　事
例
発
表
は
、6
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
、㈱
ル
ミ
エ
ー
ル
の
木
田
茂
樹
社
長
、農
業

生
産
法
人
黒
富
士
農
場
の
向
山
茂
徳
代
表
よ
り
、各
社

の
取
組
が
説
明
さ
れ
た
。

平
成
22
年
度
通
常
総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

●
山
梨
県
食
品
産
業
協
議
会
・
山
梨
県
食
料
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
決
議

6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
決
議

関東農政局　本郷秀夫課長

熱心に説明を聞く受講者
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ibuki

息吹

　日
経
Ｍ
Ｊ
が
2
0
1
0
年
上
期
の
ヒ
ッ
ト
商
品
番
付

を
発
表
し
た
。大
相
撲
の
番
付
表
を
真
似
て
ヒ
ッ
ト
商
品

を
発
表
す
る
も
の
で
、10
年
上
期
は
東
の
横
綱
に
該
当
が

な
く
、西
の
横
綱
に
「
３
Ｄ
」
、大
関
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
」
「
竜
馬
」
、関
脇
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
」
、

小
結
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
「
ラ
ー
油
」
、以
下
小
結

が
続
く
。

　日
経
Ｍ
Ｊ
の
記
事
に
も
「
個
人
消
費
の
伸
び
悩
み
を
受

け
て
大
型
ヒ
ッ
ト
は
少
な
く
、東
の
横
綱
は
空
位
と
な
っ

た
。」
と
あ
る
と
お
り
、景
気
が
ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
こ

と
が
伺
わ
れ
る
。

　ま
た
、小
結
に
は
「
１
Ｑ
８
４
」
「
2
5
0
円
牛
丼
」

な
ど
、わ
か
る
も
の
も
あ
る
が
、中
に
は
「
コ
ロ
プ
ラ
」

「
も
し
ド
ラ
」
「
山
ス
カ
ー
ト
」
「
2
2
0
ボ
ル
ト
家

電
」
な
ど
、名
称
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
も
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。調
べ
る
と
、コ
ロ
プ
ラ
は
「
コ
ロ
ニ

ー
な
生
活
☆
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
の
略
語
で
、1
0
0
万
人
以
上

が
利
用
し
て
い
る
無
料
の
携
帯
位
置
情
報
ゲ
ー
ム
だ
そ
う

で
、09
年
の
１
年
間
で
利
用
者
数
が
10
倍
に
な
っ
た
と
あ

り
、今
も
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　あ
ら
た
め
て
番
付
表
を
見
る
と
、３
Ｄ
に
し
て
も
映
画

や
テ
レ
ビ
、パ
ソ
コ
ン
へ
の
本
格
普
及
は
こ
れ
か
ら
で
あ

ろ
う
し
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は
環
境
負
荷
の
点
か
ら
、さ
ら
に

需
要
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
、2
2
0
ボ
ル
ト
家
電
は
中
国

人
旅
行
者
向
け
の
日
本
家
電
で
、売
上
の
拡
大
が
確
実
視

さ
れ
て
い
る
な
ど
、今
後
、消
費
拡
大
が
望
め
そ
う
な
商
品

が
番
付
さ
れ
て
い
る
。

　記
事
中
に
も
「
デ
ジ
タ
ル
機
器
な
ど
で
、革
新
性
を
武

器
に
購
買
意
欲
を
刺
激
す
る
新
製
品
が
登
場
し
て
お
り
、

今
後
の
消
費
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。」
と
あ
る
。直
近

の
情
報
で
は
、県
内
流
通
業
に
も
売
上
回
復
の
兆
し
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、消
費
の
持
ち
直
し
に
よ
る
景
気
回

復
に
期
待
し
た
い
。

　日
経
Ｍ
Ｊ
が
2
0
1
0
年
上
期
の
ヒ
ッ
ト
商
品
番
付

を
発
表
し
た
。大
相
撲
の
番
付
表
を
真
似
て
ヒ
ッ
ト
商
品

を
発
表
す
る
も
の
で
、10
年
上
期
は
東
の
横
綱
に
該
当
が

な
く
、西
の
横
綱
に
「
３
Ｄ
」
、大
関
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
」
「
竜
馬
」
、関
脇
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
」
、

小
結
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
「
ラ
ー
油
」
、以
下
小
結

が
続
く
。

　日
経
Ｍ
Ｊ
の
記
事
に
も
「
個
人
消
費
の
伸
び
悩
み
を
受

け
て
大
型
ヒ
ッ
ト
は
少
な
く
、東
の
横
綱
は
空
位
と
な
っ

た
。」
と
あ
る
と
お
り
、景
気
が
ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
こ

と
が
伺
わ
れ
る
。

　ま
た
、小
結
に
は
「
１
Ｑ
８
４
」
「
2
5
0
円
牛
丼
」

な
ど
、わ
か
る
も
の
も
あ
る
が
、中
に
は
「
コ
ロ
プ
ラ
」

「
も
し
ド
ラ
」
「
山
ス
カ
ー
ト
」
「
2
2
0
ボ
ル
ト
家

電
」
な
ど
、名
称
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
も
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。調
べ
る
と
、コ
ロ
プ
ラ
は
「
コ
ロ
ニ

ー
な
生
活
☆
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
の
略
語
で
、1
0
0
万
人
以
上

が
利
用
し
て
い
る
無
料
の
携
帯
位
置
情
報
ゲ
ー
ム
だ
そ
う

で
、09
年
の
１
年
間
で
利
用
者
数
が
10
倍
に
な
っ
た
と
あ

り
、今
も
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　あ
ら
た
め
て
番
付
表
を
見
る
と
、３
Ｄ
に
し
て
も
映
画

や
テ
レ
ビ
、パ
ソ
コ
ン
へ
の
本
格
普
及
は
こ
れ
か
ら
で
あ

ろ
う
し
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は
環
境
負
荷
の
点
か
ら
、さ
ら
に

需
要
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
、2
2
0
ボ
ル
ト
家
電
は
中
国

人
旅
行
者
向
け
の
日
本
家
電
で
、売
上
の
拡
大
が
確
実
視

さ
れ
て
い
る
な
ど
、今
後
、消
費
拡
大
が
望
め
そ
う
な
商
品

が
番
付
さ
れ
て
い
る
。

　記
事
中
に
も
「
デ
ジ
タ
ル
機
器
な
ど
で
、革
新
性
を
武

器
に
購
買
意
欲
を
刺
激
す
る
新
製
品
が
登
場
し
て
お
り
、

今
後
の
消
費
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。」
と
あ
る
。直
近

の
情
報
で
は
、県
内
流
通
業
に
も
売
上
回
復
の
兆
し
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、消
費
の
持
ち
直
し
に
よ
る
景
気
回

復
に
期
待
し
た
い
。

消費回復に期待

　6月18日、平成22年度の国等の契約方針を閣
議決定し発表しました。「国等の契約の方針」と
は、中小企業者の受注の機会の増大を図るた
め、官公需法（「官公需についての中小企業者の
受注の確保に関する法律」（昭和41年法律第97
号））に基づき、毎年度閣議決定しているもの。平
成22年度における国等の契約の方針のポイン
トは以下のとおりです。

 1．中小企業者の受注機会の増大の
　  ための主な措置 
　行政経費節減のため、競争契約や一括発注の
要請が強まっており、中小企業者の受注環境は
一層厳しい中、中小企業の受注機会の増大を図
るため有益な既存の取組（分離・分割発注の推
進、同一資格等級区分内での競争、官公需適格
組合の活用等）を引き続き進めるとともに、以下
の措置を講じる。
 
  （1）中小企業者の自助努力への支援強化 
　中小企業者の官公需に関する個別の相談に対
応する体制を作るとともに、官公需情報ポータ
ルサイトの利用を広める。 
①国の発注機関ごとに「官公需相談窓口」を設
置 
②官公需の仕事探しの相談に応じる「官公需
総合相談センター（仮称）」を全国に設置
③中小企業支援機関での支援ツールとして、
官公需情報ポータルサイトの利用を促進

  （2）ダンピング防止対策の充実 
　人件費割合の高い役務契約において、予定価
格を大幅に下回る入札が散見され、支払賃金の
削減や下請企業へのしわ寄せ、作業品質の低下
等が懸念される。このため、過度の低価格入札に
対するダンピング防止対策の充実を図るため、
低入札価格調査制度の適切な活用を図る。 
①低入札価格調査において、入札価格内訳書
の徴収を徹底 
②落札者名の公表を徹底し、公正取引委員会、
労働基準監督署などの規制当局による監視
に繋げる 

  （3）特殊会社に対する努力要請 
　官公需法に努力義務が定められている地方公
共団体に加えて、民営化により官公需法の対象
外となった特殊会社に対し、国の取組に準じた
努力を所管大臣から要請する。
（注）国100％出資の会社を想定。 

 2．中小企業者向け契約目標 
平成22年度における国等の中小企業者向け契
約目標金額：約3兆8,656億円（官公需総予算額
に占める割合 56.2％） 

（参考：平成21年度の契約実績） 
中小企業者向け契約実績額 約４兆1,932億円 
（官公需総実績額に占める割合：53.1％）

「
平
成
22
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る

　
　
　
　国
等
の
契
約
の
方
針
」の
ポ
イ
ン
ト
▼
▼
▼  

「
平
成
22
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る

　
　
　
　国
等
の
契
約
の
方
針
」の
ポ
イ
ン
ト
▼
▼
▼ 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　平
素
は
本
会
の
事
業
運
営
に
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　さ
て
、昨
年
度
は
、輸
出
関
連
の
大
企
業
を
中
心
と
し
て
、一
部
景
気
回
復
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、全
般
的
に
は
デ
フ
レ
傾
向
が
続
き
、消
費
は
盛
り
上
が
ら
ず
、小
売
、サ
ー
ビ
ス
業
等
の
内

需
関
連
産
業
は
低
迷
し
、消
費
不
況
の
域
か
ら
の
脱
却
は
、未
だ
な
ら
ず
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、本
会
は
、今
年
創
立
五
十
五
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
一
層
伸
展
し
、更
に
技
術
革
新
、少
子
高
齢
化
、資
源
・
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、厳
し
い
経
済

環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、あ
ら
た
め
て
、組
合
活
動
の

原
点
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」
と
「
共
生
・
団
結
」
の
精
神
に
立
ち
帰
り
、積
極
的
な
事
業
活
動
が

展
開
さ
れ
、よ
り
信
頼
さ
れ
る
組
合
を
構
築
す
る
た
め
に
ご
健

闘
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　暑
さ
厳
し
い
折
で
す
が
、ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　
　
　

会

　長

　
　内

　藤

　悦

　次
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データから見た業界の動き（平成22年6月分）
収益状況
2009年6月

景況感
2009年6月

売上高
2009年6月

2010年6月 2010年6月2010年6月

減少
66%

不変
24%

増加
10%

悪化
66%

不変
30%

好転
4%

悪化
70%

不変
28%

好転
2%

減少
34%

不変
30%

増加
36%

悪化
40%

不変
46%

好転
14%

悪化
40%

不変
52%

好転
8%

（平成22年6月分）
　本県の6月の景況では、全業種のDI値が、売上高＋2
（前年同月比＋54）、収益状況－26（前年同月比＋
36）、景況感－32（前年同月比＋36）と前年同月比・前
月比ともに、全項目でポイントが改善。特に売上高に
ついては、2007年(平成19年)3月にDI値＋2を報告
して以来、3年3ヶ月ぶりにプラスに推移している。業
種別のDI値で見てみると、製造業は、売上高±0（前年
同月比＋65）、収益状況は－20（前年同月比＋55）、景
況感は－20（前年同月比＋55）と前年同月比でポイン
トが大幅に改善。前月比では、売上高以外は、横這いで
あった。
　非製造業のDI値は、売上高＋3（前年同月比＋47）、
収益状況－30（前年同月比＋23）、景況感－40（前年
同月比＋23）と、前年同月比・前月比ともにポイント
は改善しており、特に売上高のDI値は大幅に改善し、
プラスに転じている。
   国内の状況は、6月の月例経済報告で、「景気は着実
に持ち直してきており、自立的回復への基盤が整いつ
つある」「企業の業況判断は改善している。」としなが
らも、「失業率が、高水準にあり、依然として厳しい状
況。」「中小企業では先行きに慎重な見方となってい
る。」と報告されている。
　この調査から見る6月の県内の景況は、特に、非製
造業における売上高のDI値が、順調に推移したことを
受け、業況判断が大きく改善した。先月の報告と比較
すると、非製造業の見通しは一変、好転した形となっ
た。   
　情報連絡員からの6月報告では、依然として厳しい
中小企業の現状報告が多数を占めている。一方で、業
種によっては、先行きへの明るさが見え始め、回復基
調にあるコメントも、若干増えており、経済回復への
糸口として繋がるよう、7月以降の業況に期待される
ところである。

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た

声業界の農
薬
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を
！

　現
在
の
世
情
は
、「
農
薬
」
と
い
う
と
、悪
い
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
い
ま
す
。確
か
に
、無
農
薬
の
農
産
物
は〝
良
い
も

の
〞な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、果
樹
や
野
菜
も
人
間
と

同
様
、病
気
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ど
れ
だ
け
の
人
間

が
薬
に
頼
ら
ず
、人
生
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
と
同
様
に
、果
樹
や
野
菜
も
病
気
に
か
か
ら
ず
一
生

を
全
う
す
る
も
の
は
、ご
く
わ
ず
か
な
の
で
す
。そ
の
た
め
、農

薬
の
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。農
薬
は
、

い
わ
ば
人
間
で
い
う
「
薬
」
で
あ
り
、「
植
物
医
薬
品
」
な
の

で
す
。植
物
に
と
っ
て
農
薬
は
、し
っ
か
り
と
成
長
し
て
い
く

上
で〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
〞な
の
で
す
。

　ま
た
、現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
全
て
の
農
薬
は
、農
薬
取
締

法
の
厳
正
な
法
律
の
規
制
を
受
け
、農
林
水
産
省
、厚
生
労
働

省
、環
境
省
等
の
厳
し
い
検
査
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
で
す
。人
、

土
壌
、水
、空
気
…
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
害
が
な
い
よ
う
安
全
性
の

確
保
に
は
十
分
注
意
さ
れ
て
い
ま
す
。ゆ
え
に
、適
正
な
使
用

さ
え
守
れ
ば
、農
薬
は
人
間
に
使
わ
れ
る
医
薬
品
同
様
に
安

全
性
は
高
い
の
で
す
。

当
協
会
に
つ
い
て

　現
在
、当
協
会
で
は
、農
薬
の
使
用
者
及
び
農
産
物
の
消
費

者
に
対
し
て
の
安
全
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。農
薬
の
適

正
使
用
や
農
薬
に
関
す
る
正
し
い
認
識
等
を
多
く
の
方
に
理

解
し
て
頂
く
た
め
、様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
等
を
開
催

し
て
い
ま
す
。ま
た
、よ
り
多
く
の
農
薬
販
売
店
に
加
入
し
て

頂
き
、適
正
な
農
薬
使
用
に
関
す
る
知
識
等
も
得
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　私
共
の
大
き
な
願
い
は
、「
農
業
・
農
家
の
発
展
」
で
す
。農

業
が
元
気
に
な
り
、農

家
の
方
に
は
安
定
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
を
促
進
し
、

山
梨
の
農
業
の
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
が
当
協

会
の
最
大
の
目
標
で
す
。

是
非
、農
薬
の
販
売
に

携
わ
る
方
々
に
当
協
会

へ
加
入
し
て
頂
き
、共

に
農
業
の
発
展
に
協
力

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

　
　業
界
か
ら
一
言

　６
月
の
調
査
で
実
施
し
た
政

府
や
国
・
県
な
ど
の
行
政
に
対
す

る
意
見
要
望
に
つ
い
て
は
、製
造

業
か
ら
は
「
中
小
企
業
の
た
め
の

細
や
か
な
金
融
支
援
の
継
続
を
し

て
ほ
し
い
」
非
製
造
業
か
ら
は

「
小
規
模
、零
細
企
業
に
対
し
て

も
、し
っ
か
り
資
金
援
助
の
で
き

る
金
融
機
関
の
仕
組
み
を
整
え
て

欲
し
い
」
な
ど
、金
融・資
金
対
策

な
ど
に
関
す
る
も
の
と
、「
長
引

く
不
況
の
中
、企
業
の
資
金
繰
り

は
厳
し
い
た
め
、支
払
条
件
な
ど

取
引
に
関
す
る
法
整
備
」「
中
小

企
業
・
組
合
等
に
対
す
る
特
別
措

置
の
拡
充
」
な
ど
法
律
や
制
度
の

整
備
、拡
充
な
ど
を
望
む
業
界
の

意
見
、要
望
が
あ
っ
た
。

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
売

上
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
感
は
あ
る
が
、リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
状
態
ま
で

に
は
ほ
ど
遠
い
感
じ
。利
益
率

の
高
い
高
額
商
品
は
依
然
と
し

て
低
迷
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）／
幸
い
に
も

組
合
で
は
組
合
員
が
わ
ず
か
な

が
ら
増
加
し
て
い
る
。売
上
等

が
大
き
く
は
落
ち
込
ん
で
い
な

い
現
れ
だ
が
、さ
ら
に
景
況
が

悪
化
す
る
と
持
ち
こ
た
え
ら
れ

な
い
と
危
惧
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
多
品

種・小
ロ
ッ
ト・短
納
期
と
い
う

産
地
の
強
み
が
逆
に
高
コ
ス
ト

と
な
っ
て
い
る
。織
機
等
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、売
上

減
少
、先
行
き
不
透
明
で
、設

備
投
資
が
で
き
ず
廃
業
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
春
先

（
２
月
〜
４
月
）よ
り
商
品
は

動
い
て
い
る
。し
か
し
プ
レ
カ

ッ
ト
の
受
注
が
無
く
、収
益
の

確
保
が
難
し
い
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
公
共
事

業
に
使
用
す
る
骨
材
に
お
い

て
、河
川
砂
利
の
評
価
が
上
が

り
、そ
の
使
用
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。今
後
、中
部
横
断
道
工

事
、リ
ニ
ア
工
事
の
進
行
な
ど

に
よ
る
建
設
ブ
ー
ム
に
期
待
。

●
一
般
機
器
／
仕
事
量
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、価
格
が
低
下
し

て
い
る
た
め
、採
算
ベ
ー
ス
に

乗
れ
ず
、む
し
ろ
減
益
と
な
り

厳
し
い
状
況
。メ
ー
カ
ー
の
相

見
積
、再
見
積
に
よ
る
価
格
破

壊
が
要
因
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
売
上
は
や

や
増
え
た
が
、地
金
相
場
が
上

が
り
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
。

全
体
的
な
仕
事
量
は
減
少
し

て
お
り
、状
況
が
好
転
し
た
わ

け
で
は
な
い
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
食
肉
）／
口
蹄
疫
の
影

響
か
、全
体
的
な
消
費
量
、売

上
高
、収
益
率
と
も
に
落
ち
込

ん
だ
。今
後
中
元
商
戦
と
夏
休

み
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
期
待
し

た
い
。

●
小
売（
自
動
車
）／
9
月
末
の

エ
コ
カ
ー
補
助
金
打
ち
切
り
の

影
響
が
受
注
に
出
始
め
た
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
例
年
で

あ
れ
ば
夏
物
商
品（
エ
ア
コ
ン
）

中
心
に
需
要
が
高
ま
る
が
、相

変
わ
ら
ず
テ
レ
ビ
中
心
で
推

移
。そ
の
後
の
需
要
構
造
の
変

化
に
対
応
す
べ
く
一
部
で
は
、

「
オ
ー
ル
電
化
」
や
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ

関
連
商
品
」
へ
の
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
ガ
ソ
リ
ン
の
需

要
の
落
ち
込
み
は
、５
月
の
連

休
以
降
深
刻
化
し
て
お
り
、又

ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機
か
ら
ド

バ
イ
原
油
が
今
年
の
最
安
値
と

な
っ
た
た
め
、県
内
給
油
所
は

２
円
程
度
の
値
下
げ
と
な
っ
た

（
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
・
重
油
・
灯

油
）。７
月
の
各
給
油
所
は
当

面
夏
場
の
需
要
期
入
り
ま
で

現
状
の
価
格
で
推
移
す
る
見

込
み
。

●
宿
泊
業
／
宿
泊
客
が
減
少
し

て
い
る
中
で
は
単
価
の
安
い
海

外
団
体
客
も
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。料
金
は
競
合
で
さ
ら

に
下
が
っ
て
お
り
、今
後
設
備

投
資
で
き
な
い
中
、顧
客
満
足

度
を
あ
げ
る
の
に
別
の
経
費

（
料
理
・
人
の
サ
ー
ビ
ス
）を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、ま
す
ま

す
厳
し
い
。

●
美
容
業
／
低
価
格
店
の
影
響

で
客
単
価
が
低
下
し
て
い
る
状

況
。競
争
が
激
し
く
、個
人
店
、

チ
ェ
ー
ン
店
と
も
撤
退
す
る
と

こ
ろ
が
出
て
き
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
見
積
物
件

数
は
前
月
よ
り
多
く
な
っ
て
い

る
が
、低
価
格
で
受
注
出
来
ず

稼
働
率
は
相
変
ら
ず
低
調
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
公
共

工
事
の
予
算
縮
減
な
ど
で
、発

注
工
事
量
及
び
工
事
設
計
金

額
が
低
下
し
、今
年
度
は
特
に

厳
し
い
と
予
想
。ま
た
、公
共
工

事
に
お
け
る
随
意
契
約
件
数
の

減
少
で
先
行
不
安
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
人
口
比
の

タ
ク
シ
ー
台
数
が
多
く（
規
制

緩
和
の
影
響
）、国
土
交
通
省

か
ら
の
指
導
で
、今
年
度
中
に

台
数
の
見
直
し
を
す
る
予
定
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
企
業
の
設

備
投
資
は
少
々
上
向
き
、物
量

は
多
少
持
ち
直
し
た
感
が
あ
る

が
、値
上
が
り
傾
向
の
燃
料
価

格
な
ど
不
安
定
な
要
素
が
多

く
楽
観
は
出
来
な
い
。

　

 

一
般
社
団
法
人

　山
梨
県
農
薬
販
売
者
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会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
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　三
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氏
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梨
県
農
薬
販
売
者
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　三
枝 

　
攻 

氏研修会の様子
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

　山
梨
県
宝
石
研
磨
工

業
協
同
組
合（
水
村
勝

理
事
長
）は
、７
月
８

日
・
９
日
の
両
日
、中
巨

摩
郡
昭
和
町
の
ア
ピ
オ

に
お
い
て
、第
58
回
ジ

ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア 

in 
Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
を
開
催

し
た
。

　こ
の
フ
ェ
ア
は
、宝

飾
品
の
素
材
と
な
る
宝

石
・
貴
石
等
の
研
磨
石

製
作
者
に
よ
る
展
示
会

で
、ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
ー

カ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。今
回
は
、

組
合
員
24
社
、協
賛
企
業
８
社
の
32
社
が
出
展
し
た
。

　ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
は
、研
磨
組
合
の
組
合
員
の
販
売

促
進
を
目
的
に
、昭
和
55
年
９
月
の
組
合
創
立
と
と
も
に
、第

１
回
研
磨
新
作
見
本
市
を
開
催
し
て
以
来
30
年
が
経
過
し
、

素
材
提
供
者
の
見
本
市
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、県
内
外
か
ら

多
く
の
業
界
関
係
者
を
集
め
て
い
る
。

　山
梨
の
研
磨
技
術
は
、江
戸
時
代
か
ら
の
水
晶
彫
刻
技
術

が
発
祥
と
さ
れ
、現
在
ま
で
技
術
を
積
み
重
ね
て
成
り
立
っ
て

き
た
。こ
の
研
磨
技
術
に
貴
金
属
加
工
技
術
及
び
流
通
が
一
体

と
な
り
宝
飾
品
産
地
山
梨
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、昨

今
の
景
気
低
迷
に
よ

り
、宝
飾
品
の
売
上
は

減
少
し
て
お
り
、輸
入

製
品
と
の
競
争
な
ど
、

宝
石
研
磨
業
界
も
そ

の
影
響
を
受
け
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
中
で

の
今
回
の
展
示
会
は
、

減
少
傾
向
に
あ
っ
た

来
場
者
数
、売
上
が

と
も
に
昨
年
並
み
の

結
果
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、今
後
好
転
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

金
融
機
関
か
ら
見
た
融
資
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

　
　
　 

〜
金
融
と
経
営
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
〜

山梨飲食業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
24
回
山
梨
県
美
容
技
術
選
手
権
大
会
を
開
催

　 

研
鑽
を
積
ん
だ
高
度
で
斬
新
な
技
術
を
競
う

山梨県美容業生活衛生同業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
58
回
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
in 

Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｕ

山梨県宝石研磨工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

会場風景

創造性と早さが競われるフリースタイル競技

最も多い選手が参加したワインディング競技

　山
梨
県
美
容
業
生
活
衛

生
同
業
組
合（
深
澤
仁
理

事
長
）は
７
月
12
日
、甲
府

市
の
「
か
い
て
ら
す
」（
山

梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ

ー
）に
お
い
て
第
24
回
山

梨
県
美
容
技
術
選
手
権
大

会
を
開
催
し
た
。

　大
会
に
は
、ワ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
、カ
ッ
ト
＆
ブ
ロ
ー
、

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
、留
袖
付
、

中
振
袖
着
付
、洋
装
ブ
ラ

イ
ダ
ル
、ネ
イ
ル
、フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル（
カ
ッ
ト
・
ア
ッ

プ
）競
技
の
９
種
目
に
、約

90
人
の
美
容
師
と
美
容
専

門
学
校
生
が
参
加
し
た
。

　競
技
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
競
技
種
目
に
出
場
し
、

制
限
時
間
内
で
フ
ァ
シ
ョ
ン
性
や
芸
術
性
の
調
和
、独
自
の
創
造

性
・
感
性
な
ど
と
合
わ
せ
、日
頃
か
ら
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
技
術

を
競
い
合
っ
た
。

　美
容
業
界
で
は
、最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
敏
感
な
顧
客
の
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、よ
り
高
度
で
、顧
客
を
満
足

さ
せ
る
た
め
の
新
し
い
技
術
の
提
供
が
、日
々
求
め
ら
れ
て
お
り
、

創
造
性
と
技
能
を
備
え
た
人
材
の
育
成
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。

　組
合
で
は
、美
容
師
個
々
の
技
術
向
上
は
も
と
よ
り
、業
界
と

し
て
次
代
を
担
う
人
材
の
養
成
等
を
強
化
し
て
お
り
、こ
の
競
技

大
会
を
通
じ
て
、参
加

選
手
の
中
か
ら
将
来
、

業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、活
躍
し
て
い
く
人

材
が
育
つ
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

　こ
の
大
会
は
、第
38

回
全
日
本
美
容
技
術

選
手
権
大
会
の
山
梨
県

予
選
を
兼
ね
て
お
り
、

成
績
優
秀
者
は
、11
月

16
日
に
岡
山
県
で
開
催

さ
れ
る
、全
日
本
美
容

技
術
選
手
権
大
会
へ
の

出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
。

　山
梨
飲
食
業
協
同
組
合

（
清
水
勝
一
理
事
長
）は
７
月

23
日
、昭
和
町
商
工
会
に
お
い

て
、「
企
業
に
お
け
る
金
融
と

経
営
」
を
テ
ー
マ
に
、講
師
と

し
て
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
中
村
孝
一
課
長
、寺
見
靖
之

主
任
、昭
和
町
商
工
会
の
古

屋
修
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

招
き
、研
修
会
を
開
催
し
た
。

　初
め
に
、「
金
融
機
関
か
ら
見
た
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
中
村
課
長
、寺
見
主
任
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
た
。講
演
内
容
は
、ま
ず
中
村
課
長
よ
り
、創
業
時
に
お
け
る

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
例
に
挙
げ
た
、借
り
入
れ
の
際
の
金
融

機
関
が
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。金
融

機
関
が
貸
し
付
け
の
際
に
注
目
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、①
経

営
者
と
し
て
の
能
力
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
的
確
性
、②
事
業
内

容
に
お
け
る
市
場
ニ
ー
ズ
と
既
存
企
業
と
の
競
争
力
、③
市
場
に

お
け
る
情
報
収
集
能
力
、④
資
金
計
画
の
成
功
確
立
、⑤
収
支
計

画
の
実
行
性
、と
の
こ
と
だ
っ
た
。最
後
に
中
村
課
長
は
、融
資
等

に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
気
軽
に
当
公
庫
に
ご

連
絡
頂
き
た
い
、と
述
べ
た
。続
い
て
、寺
見
主
任
よ
り
飲
食
業
関

係
を
始
め
と
す
る
融
資
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。寺
見

主
任
は
、政
府
の
経
済
対
策
に
よ
り
、融
資
に
お
け
る
金
利
の
引

下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、是
非
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
融
資
を

ご
利
用
頂
き
た
い
、と
述
べ
た
。

　次
に
、「
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け
て
」
と
題
し
、昭
和
町
商
工

会
古
屋
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。講
演
内

容
は
、昭
和
町
商
工
会
の
事
業
活
動
の
説
明
を
通
し
、昭
和
町
商

工
会
が
行
っ
て
い
る
企
業
へ
の

支
援
事
業
等
の
活
用
を
促
し
た
。

古
屋
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

昭
和
町
商
工
会
で
は
、企
業
が

活
用
で
き
る
多
種
の
企
業
支
援

を
行
っ
て
い
る
た
め
、経
営
上
の

ご
相
談
等
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
気

軽
に
昭
和
町
商
工
会
ま
で
声
を

か
け
て
頂
き
た
い
、と
述
べ
た
。

　最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

研
修
会
に
参
加
し
た
組
合
員
は

積
極
的
に
質
問
を
行
い
、金
融

や
経
営
に
関
す
る
情
報
を
得
て

い
た
。

講演内容を熱心に聴く組合員

講演を行う㈱日本政策金融公庫
中村孝一課長

商談を行う来場者
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

会
社
の
営
業
内
容
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　当
社
で
は
、製
造
業
者
が
製
品
の
品
質
検
査

等
を
行
う
た
め
の
計
測
器
等
の
製
造
販
売
を
行

っ
て
い
ま
す
。ひ
と
言
で
計
測
器
と
言
っ
て
も
多

種
多
様
で
あ
り
ま
す
が
、当
社
が
製
造
し
て
い
る

計
測
器
に
は
、非
接
触
タ
イ
プ
の
レ
ー
ザ
ー
変
位

計
で
の
応
用
製
品
を
は
じ
め
と
し
た
自
社
製
品

と
、お
客
様
が
求
め
て
く
る
「
イ
メ
ー
ジ
」
を

「
形
」
と
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｍ
タ
イ
プ
の
計
測
器
が
あ

り
ま
す
。

　ま
た
、当
社
の
経
営
理
念
は
、計
測
器
で
世
の

中
を
「
改
善
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、お
客
様
が
必

要
と
し
て
い
る
高
品
質
で
使
い
や
す
い
計
測
器

を
創
造
し
、お
客
様
の
「
問
題
解
決
」
に
貢
献
し

ま
す
。

抱
え
て
い
る
問
題
点

　2
0
0
6
年
か
ら
E
U
で
施
行
さ
れ
た

R
o
H
S
指
令（
鉛
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
６
価
ク
ロ
ム

等
の
廃
止
）や
J‐

M
O
S
S（
国
内
の
家
電
製

品
や
パ
ソ
コ
ン
の
有
害
物
質
に
関
す
る
情
報
提

供
等
の
義
務
化
）の
た
め
、電
子
業
界
で
は
鉛
フ

リ
ー
の
ハ
ン
ダ
付
け（
リ
フ
ロ
ー
工
程
等
）へ
と

急
速
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　従
来
、こ
の
工
程
に
必
要
な
実
装
加
熱
適
温

は
共
晶
ハ
ン
ダ
の
場
合
1
8
3
℃
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、現
在
「
鉛
フ
リ
ー（
非
含
有
）化
」
に

よ
る
ハ
ン
ダ
材
料
の
変
更
に
伴
っ
て
、そ
の
温
度

は
2
2
0
〜
2
6
0
℃
前
後
に
ま
で
上
昇
し
た

た
め
、電
子
デ
バ
イ
ス
部
品
や
基
板
に
加
わ
る
温

度
ス
ト
レ
ス
は
、今
ま
で
以
上
に
過
酷
か
つ
複
雑

な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、電
子
製
品
の
実
装
に
求
め
ら
れ
る

リ
フ
ロ
ー
炉（
ハ
ン
ダ
付
け
装
置
）で
の
ハ
ン
ダ

付
け
条
件（
※
図
１
）は
、以
前
よ
り
格
段
に
困
難
と

な
っ
て
お
り
、鉛
フ
リ
ー
ハ
ン
ダ
で
は
高
温
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、実
装
部
品
は
で
き
る
だ

け
高
温
に
し
た
く
な
い
と
い
う
矛
盾
し
た
条
件

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。又
、鉛
フ
リ

ー
ハ
ン
ダ
は
濡
れ
性（
密
着
性
）に
も
問
題
が
あ

り
、こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
の
計
測
機
を
作
り

出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

問
題
点
の
対
処
方
法

　リ
フ
ロ
ー
工
程（
ハ
ン
ダ
付
け
工
程
）に
お
け

る
平
坦
度
測
定
・
観
察
装
置
の
試
作
開
発
を
計

画
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、加
熱
状
態
に
お
け
る

電
子
部
品
や
基
板
の
そ
り
測
定
及
び
ハ
ン
ダ
の

濡
れ
性（
密
着
性
）を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定
及

び
観
察
で
き
る
装
置
の
試
作
開
発
を
行
う
も
の

で
あ
り
、電
子
部
品
や
基
板
の
温
度
形
状
特
性

及
び
ハ
ン
ダ
濡
れ
特
性
の
解
析
を
同
時
に
行
う

事
が
可
能
に
な
り
、電
子
機
器
の
開
発
期
間
の
大

幅
な
短
縮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　ま
た
、具
体
的
な
技
術
的
課
題
に
対
し
て
、本

開
発
に
お
い
て
次
の
解
決
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
鉛
フ
リ
ー
・
リ
フ
ロ
ー
平
坦
度
測
定
＆
外
観

同
時
観
察
装
置
の
開
発

　鉛
フ
リ
ー
リ
フ
ロ
ー
炉
内
に
お
け
る
電
子
部

品
や
基
板
の
そ
り
の
測
定
を
行
な
う
と
同
時
に
、

ハ
ン
ダ
の
挙
動
や
濡
れ
性
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
外
観
観
察
を
行
え
る
機
能
が
付
い
た
装
置

の
開
発
を
行
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、基
板
･
電

子
部
品
の
反
り
と
ハ
ン
ダ
の
挙
動（
濡
れ
性
）と

の
関
係
が
同
時
観
察
で
き
、よ
り
完
璧
な
基
板
設

計
や
条
件
設
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
②
平
坦
度
測
定
の
解
析
と
観
察
画
像
が
同
時

表
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム
開
発

　基
板
の
反
り
を
、3
Ｄ
化
し
て
表
示
す
る
機
能

開
発
と
観
察
動
画
を
表
示
し
て
、反
り
量
と
実
際

の
挙
動
と
の
関
連
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
能

を
開
発
し
ま
す
。

　ま
た
弊
社
独
自
の
フ
ァ
イ
ル
形
式
「
Ｃ
Ｏ

Ｒ
」
形
式
の
採
用
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
静
止
画

や
動
画
に
添
付
さ
れ
て
い
る
情
報
を
、撮
影
後
に

任
意
で
切
り
替
え
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま

す
。　

　
③
対
流
加
熱
方
式
の
制
御
方
式
開
発（
図
２
）

　当
社
の
開
発
し
た
対
流
加
熱
方
式
は
、左
右

4
方
向
か
ら
の
熱
風
に
よ
り
、ワ
ー
ク
を
上
下
左

右
か
ら
包
み
込
む
よ
う
に
加
熱（
特
願
２
０
０
７

‐

２
９
３
９
７
９
）し
、広
い
観
察
領
域
の
確
保

と
炉
内
の
安
定
し
た
加
熱
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

　上
記
の
①
〜
③
の
開
発
に
つ
い
て
は
、若
干
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
も
の
の
、概
ね
達
成
し
て
い

ま
す
。今
後
は
、そ
の
課
題
を
解
決
し
、今
年
中
に

は
商
品
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　このコーナーは、本会の上部団体である全国中小企業団体中央会が行った「ものづくり中小企業製品開発等支
援補助金（試作開発等支援事業、製品実証等支援事業）」の実施企業が補助事業を利用してどのような研究開発を
行ったかについて紹介するために企画されました。第3回目の今回お話を伺ったのは、㈱コアーズ　プロジェクト
マネージャーの宮下幸造さんです。

●問い合わせ先　㈱コアーズ　プロジェクトマネージャー　宮下 幸造 氏
　〒402-0004  山梨県都留市古川渡338-3
　Tel:0554-68-3081　Fax:0554-45-6200
　URL:http://www.cor.co.jp/

●
も
の
づ
く
り
補
助
金
事
業
実
施
企
業
の
活
動
紹
介

鉛
フ
リ
ー
リ
フ
ロ
ー
測
定
・
観
察
装
置
の
開
発

㈱コアーズ
　プロジェクトマネージャー

　　　  宮下 幸造 氏

た
だ
い
ま
開
発
中
!!

　去
る
６
月
26
日

（
土
）、県
内
の
４
つ

の
協
同
組
合（
山
梨

県
砂
利
協
同
組
合
、

身
延
砂
利
協
同
組

合
、早
川
砂
利
協
同

組
合
、富
士
川
中
流

砂
利
協
同
組
合
）で

組
織
す
る
「
山
梨
県

砂
利
組
合
連
合
会
」

（
井
上
聰
一
郎
会
長
）

は
、構
成
組
合
員
約

60
名
の
参
加
の
下
、

同
連
合
会
が
事
務
所

を
構
え
る
甲
府
市
宝
一
丁
目
の
山
梨
県
農
業
共
済
会
館
内
の

研
修
室
に
お
い
て
、『
労
働
災
害
防
止
研
修
会
』を
開
催
し
た
。

　研
修
会
に
先
立
ち
、あ
い
さ
つ
の
中
で
井
上
会
長
は
、ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る
「
死
亡
災
害
の
絶
滅
、重
・
軽
傷
災
害
の
半
減

お
よ
び
労
働
保
険
料
１
０
０
％
完
納
」
を
提
唱
し
、労
働
災
害

の
撲
滅
に
あ
た
っ
て
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　同
研
修
会
で
は
、労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
功
刀
能
文

氏
を
講
師
に
迎
え
、県
内
外
の
労
働
災
害
の
現
状
や
労
働
災

害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　功
刀
氏
は
、最
近
の
事
故
事
例
を
イ
ラ
ス
ト
に
ま
と
め
わ
か

り
や
す
い
説
明
に
よ
っ
て
紹
介
し
、日
ご
ろ
の
作
業
習
慣
か
ら

の
気
の
ゆ
る
み
が
災
害
を
引
き
起
こ
す
最
大
の
要
因
だ
と
説

き
、毎
日
の
作
業
に
対
す
る
安
全
意
識
の
喚
起
を
呼
び
か
け
た
。

　同
研
修
会
は
、県
内
の
砂
利
採
取
業
者
ら
の
労
働
災
害
に

対
す
る
強
い
関
心
か
ら
、独

自
の
研
修
会
開
催
を
と
い

う
強
い
要
望
に
よ
り
、毎
年

連
合
会
主
催
で
行
っ
て
い

る
。　参

加
し
た
組
合
員
は
、

「
こ
の
研
修
会
の
意
義
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、労

働
災
害
の
防
止
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、常
日
頃
か

ら
の
意
識
を
高
め
て
い
き

た
い
。」
と
語
っ
て
い
た
。

山
梨
県
砂
利
組
合
連
合
会
主
催

『
労
働
災
害
防
止
研
修
会
』

山梨県砂利組合連合会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

図１　鉛フリーリフローの基板･電子部品の反りとハンダの挙動
　　　（濡れ性）

図２　対流加熱方式の制御方式開発

研修会風景

会長挨拶
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　山梨県中小企業組合等事務連絡協議会（菅原五男会長）の平
成22年度通常総会が、7月6日甲府市の「中央会研修室」で会員
多数の出席のもと開催された。
　総会では、菅原会長のあいさつ後、来賓として山梨県中小企業
団体中央会の依田正司常務理事の祝辞があり、その後議案の審
議に入った。
　議案の審議では、平成21年度事業報告及び収支決算の承認、
平成22年度事業計画及び収支予算の決定などが可決された。
　本年度の事業計画としては、例年の事業のほか、協議会の組
織・活動をＰＲする方法の検討、新規会員の加入促進、全員が参
加できる事業の検討が盛り込まれ、組合事務局の資質の向上を

目指した研修事業と会
員相互の情報交流を中
心に事業を展開してい
く。
　なお、本年度は役員
改選があり、次のとおり
新役員が決定した。

　去る7月29日（木）、山梨
県中小企業労務改善団体
連合会（大宮山磐会長）
は、中小企業団体中央会
研修室において、平成22
年度通常総会を行った。
　当連合会は、労務改善
事業の推進と会員が行う
事業の健全な発展と、労
働者の経済的、社会的地
位の向上を図ることを目
的として、昭和51年に設

立された。以降県からの中小企業福祉事業補助金を受け、職場環
境や労務管理等の改善に関する実態調査の実施、各種セミナー・
講演会、表彰式典・大会の開催、機関誌発行及び資料図書の配布
による情報提供やアドバイザーを設置し、労働相談業務も積極
的に実施してきた。
　今回の総会では、22年度事業計画等が検討され、講演会・講習
会・セミナーの開催や11月に開催する「活力ある職場づくり推進
運動山梨県大会」の開催、連合会財政基盤強化のための共済業
務提携事業の実施などについて決議した。
　また22年度は、新たな事業として未就職者に職場体験をさせ
る「新卒者就職応援プロジェクトコーディネート事業」のコーデ
ィネーター機関として認定。会員企業の9社を選定、平成22年度
3月に大学等を卒業した者で未就職者が未定の人を対象に、中
小企業の仕事現場に触れる機会を通じ、企業で働く上で必要と
される技能・技術・ノウハウを習得するための長期間（原則6ヶ月
間）の職場実習（インターンシップ）を実施する。
　なお、山梨県から
の委託を受け「仕事
と家庭の両立支援
事業」を連合会の中
心事業として引き
続き実施すること
となり、就業規則の
整備、労務相談を中
心に、講習会の開催
と専門家の派遣に
よる個別相談を行
うことから、会員事
業所への積極的な
活用を呼び掛けた。

　中
央
会
女
性

部
会
は
、7
月

15
日
中
巨
摩
郡

昭
和
町
「
テ
ィ

ン
カ
ー
ベ
ル
」

に
お
い
て
宮
川

名
誉
会
長
の
出

席
の
も
と
、平

成
22
年
度
の
通

常
総
会
を
開
催

し
た
。

　総
会
で
は
、平
成
21
年
度
の
事
業
報
告
や
今
年
度
の

事
業
計
画
等
が
決
定
さ
れ
た
。

　役
員
改
選
で
は
、深
澤
紗
世
子
前
会
長
よ
り
矢
澤
ひ

ろ
子
新
会
長
に
女
性
部
の
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
た
ほ

か
、新
た
に
5
名
が
新
任
さ
れ
た
。

　ま
た
、7
月
13
日
に
は
、全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
の

平
成
22
年
度
通
常
総
会
等
が
、全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
で
開
催
さ
れ
、事
業
報
告
並
び
に
事
業
計
画
が
承

認
決
定
さ
れ
た
。重
点
事
業
と
し
て
、9
月
28
･
29
日
東

京
都
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
2
0
1
0 

in 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
の
概
要
や
「
組
合

女
性
部
の
活
動
事
例
集
」
の
発
行
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

　続
い
て
開
催
さ
れ
た
活
性
化
委
員
会
で
は
、中
小
企
業

庁
の
岸
本
課
長
を
招
き
、施
策
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
た
後
、意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
の
深
澤
副
会
長（
山
梨
県
）

が
、「
景
気
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
言
う
が
、全
く
実
感

で
き
な
い
。中
小
企
業
と
一
口
で
言
っ
て
も
企
業
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
。中
央
会
は
、広
が
る
企
業
格
差
を
踏
ま

え
な
が
ら
業
界
の
活
性
化
、発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。も

っ
と
、支
援
の
範
囲
を
広
げ
て
頂
け
る
よ
う
ご
検
討
頂
き

た
い
。」
と
、要
望
を
述

べ
た
。

平
成
22
年
度
通
常
総
会
を
開
催

協
議
会
の
組
織
強
化
と
事
業
の
活
性
化
を
図
る

22
年
度
通
常
総
会
を
開
催

就
業
規
則
整
備
支
援
の
相
談
事
業
な
ど
事
業
計
画
を
決
議

女性部会及び全国レディース中央会の通常総会開催

平
成
22
年
度
通
常
総
会
を
開
催

協
議
会
の
組
織
強
化
と
事
業
の
活
性
化
を
図
る

22
年
度
通
常
総
会
を
開
催

就
業
規
則
整
備
支
援
の
相
談
事
業
な
ど
事
業
計
画
を
決
議

女性部会及び全国レディース中央会の通常総会開催

山梨県中小企業組合等事務連絡協議会山梨県中小企業組合等事務連絡協議会

山梨県中小企業団体中央会女性部会山梨県中小企業団体中央会女性部会

山梨県中小企業労務改善団体連合会山梨県中小企業労務改善団体連合会

総会の出席者
あいさつする大宮山会長

あいさつする菅原会長

祝辞を述べる宮川名誉会長

新しい執行部の皆様

会

　長

　菅
原

　五
男

　山
梨
県
石
油
協
同
組
合

副
会
長

　根
津
強
太
郎

　山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

　〃

　
　古
屋

　安
清

　協
同
組
合
国
母
工
業
団
地
工
業
会

理

　事

　梶
原

　
　修

　山
梨
県
電
機
商
業
組
合

　〃

　
　倉
金

　守
生

　甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合

　〃

　
　小
林

　賢
二

　山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同
組
合

　〃

　
　坂
本

　義
博

　山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合

　〃

　
　深
澤

　勝
彦

　山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合

　〃

　
　堀
内
登
喜
夫

　山
梨
県
火
災
共
済
協
同
組
合

　〃

　
　村
上

　邦
彦

　甲
西
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合

監

　事

　長
田

　正
三

　甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合

　〃

　
　渡
辺

　教
一
　山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合

新　役　員

新　任　役　員

総会風景

名誉会長　　 深沢紗世子　 　山梨県トラック事業協同組合
会　　長　　 矢澤ひろ子　 　山梨県食品工業団地協同組合
副 会 長　　 中野　豊子　 　山梨県認定美容師会
理　　事　　 雨宮　諒子　 　山梨県認定美容師会
監　　事　　 幡野みどり　　 幡野運送㈲
　〃　　　 　清水麻理子　 　山梨県食品工業団地協同組合
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情報BOX

明日を、かなえる。
みんなのために、ひとりのために

しんきん
バンク

信用金庫
Face to Face

甲府信用金庫
（055-222-0231）

山梨信用金庫
（055-235-0311）

ATM
全国19,900台

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。
（一部対象外のATMがございます。）

　中小企業における障害者雇用の促進及び短時間労働に対する障害者のニーズへの対応などを
ねらいとして、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の一部を改正する法律（平成20年法律第
96号）が成立し、平成21年4月から段階的に施行されています。これに伴い、「障害者雇用納付
金制度」の一部が次のように変わります。

平成22年7月1日から次の1から3までが施行されます。
　この改正に係る納付金申告・調整金申請は、年度途中で事業を廃止した場合等を除き、平成23年度
（対象期間：平成22年7月から平成23年3月まで）から開始されます。
1．新たに、常用雇用労働者数201人以上300人以下のすべての中小企業に障害者雇用納付金
の申告を行っていただくこととなりました。

2．週20時間以上30時間未満の短時間労働者を労働者等に加えて納付金の申告等を行ってい
ただくこととなりました。（労働者の数及び雇用障害者数ともに算入）

3．除外率設定業種の除外率がそれぞれ10％ポイント引き下げられることになりました。

  平成21年4月1日から次の4及び5が施行されました。
4．企業グループ及び事業協同組合等に関する雇用率算定の特例が創設されました。
5．親会社、特例子会社、関係子会社、事業協同組合等、特定事業主等が、調整金等を分割して受
給できることになりました。

　問合せ先　 独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構納付金部
　　　　　　 URL  http://www.jeed.or.jp/
　　　　　　 〒105-0022 東京都港区海岸1-11-1　TEL.03-5400-1624

　本年度の全国大会は、社会の主役である中小企業の発展に向けて、「新たな出発　未来を創る　団結の力！」をキャッチフレーズに、平城遷都1,300
年祭が開催される奈良県（「なら100年会館」）において1,800名の参加者規模で開催されます。同大会の目的は、全国の中小企業団体の代表が一堂
に会し、自らの決意を内外に表明するとともに、国等に対して中小企業振興施策の強化を訴え、組合等連携組織を通じた中小企業の成長、豊かな地域
社会の実現を図ることです。
　当会は、内藤悦次会長を団長に、11月17日から19日までの2泊3日の行程で参加します。参加者との交流を深めるとともに、中小企業の熱意を伝
えるまたとない機会ですので、万障お繰り合わせの上、ぜひご参加ください。
　旅行日程　 平成22年11月17日（水）午前6時～19日（金）午後8時
　コ ー ス　  17日  ▶甲府昭和IC～宇治（昼食）・平等院鳳凰堂～薬師寺 等～飛鳥荘（宿泊）
　　　　　　  18日  ▶飛鳥荘～全国大会・なら100年会館～奈良市内（昼食）～鳥羽シーサイドホテル（宿泊） 
　　　　　　  19日  ▶ホテル～海産物のお買物～夫婦岩～伊勢神宮・おかげ横丁（昼食）～甲府昭和IC
　募集人員　 40名

第62回中小企業団体全国大会（奈良大会）参加者募集第62回中小企業団体全国大会（奈良大会）参加者募集

事業主の皆さまへ

「障害者雇用納付金制度」の
  　　　　　一部改正のお知らせ
「障害者雇用納付金制度」の
  　　　　　一部改正のお知らせ

第11回「センターでバザール」第11回「センターでバザール」

●バザールコーナー
靴、スニーカー、パン、和洋菓子、バッグ、
文具、傘、子供服等多数、
アクセサリー通販のサン宝石も出店
●飲食コーナー
やきそば、やきとり、かき氷、
フランクフルト等

●イベント
・ご当地ヒーローショー「サクライザー」
・中央市保育園マーチング
・パペット人形劇　・大ビンゴ大会
・ＶＦ甲府サイン会（予定）
・働く車大集合
　（パトカー、消防車、クレーン車等）　
●フリーマーケット

開催日時

開催場所

開催内容

平成22年9月11日（土）　午前9時～午後4時30分
協同組合山梨県流通センター（中央市流通団地）

お問い合わせ　協同組合山梨県流通センター　TEL055-273-4711（窪田）
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●平成22年10月8日（金）
●山梨県立青少年センター

合同面接会参加企業募集中

〒400-0355　甲府市飯田3丁目3-28　Tel.055-228-8383
㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センターではシニアワーク
プログラム事業を実施し働く意欲のある高齢者の就
職、就業支援をしています。

警備業務合同面接会

ヘルパー2級課程合同面接会

＊参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。 ＊詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成22年9月3日（金）
●一宮町福祉センター

シニア就業支援プログラム事業山梨県中小企業団体中央会が推進する

安い掛金で 大きな安心

自動車共済自動車共済
24時間事故受付で、緊急連絡にそなえて万全の

事故処理体制をとっています。万一の事故のと

きは、顧問弁護士や専門職員が示談交渉にあた

り、解決するまで協力します。

関東自動車共済協同組合
山梨県支部

〒400-0035　甲府市飯田 4-4-2　自動車共済ビル
TEL 055-237-8331 ㈹

編集後記
　先月閉会したサッカーのワール
ドカップ。試合の勝敗を見事に的
中させたタコ｢パウルくん｣に仕事
のオファーが相次ぎ、まさに“引っ
張り蛸”のようです。
　さて、本業以外で話題に事欠か
ない最近の相撲界。もし相撲部屋
にパウルくんがいたら、きっと片棒
を担がされていたことでしょう。う
みを出しきった日本の“国技”の復
活を期待します。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

55歳以上で雇用就業・社会参加を希望する高年齢者
に地域ネットワークと連携して支援します。

シルバー人材センター連合会へ登録

●ワークショップ（職場体験、ボランティア、 シルバー就業体験等）
●就業支援講座

企業・事業主

 日　時 会　　場 講座内容
 8月30日（月） ホテル 高年齢者の
 13時30分～ クラウンパレス甲府 再就職に向けて
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掘
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。

　山梨県では、平成22年度のやまなし産業大賞の募集を行います。
　今回から、「ものづくり大賞」と「経営革新大賞」の2部門に分けて表彰します。自薦・他薦を問いませんので、
ふるってご応募ください。

  1 各部門の要件等
■ものづくり大賞
・製品・部品・技術であって、新規性・独創性、技術的
完成度、市場性、成長性などに優れた画期的なものが
対象

・応募対象の開発・製造を行う活動拠点が県内に所在す
ること

・販売・提供開始後概ね5年を経過していないこと
・応募単位は、原則として企業となりますので、異なる
製品等であってもものづくり大賞に同一企業が複数応
募することはできません。

■経営革新大賞
・卓越した経営の仕組みを有し実践している企業が対象
・従業員300人以上の大規模企業の部と、それ未満の中

小企業の部とに分け、それぞれに大賞
・県内に本社その他の事業所が所在すること
・日本経営品質賞のアセスメント基準に準じて経営品質
の成熟度が高く、好業績をあげていること
・経営革新計画の承認を受けていなくても、応募できま
す。

  2 応募期間
　平成22年8月2日（月）～9月10日（金）

  3 応募・問い合わせ先
　山梨県庁　
　産業支援課　技術・事業化支援担当
　TEL 055-223-1544　FAX 055-223-1534

県
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品
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り
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県
産
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掘
り
起
こ
し
事
業

紅梅焼の製造工程をじかに見学

●
特
産
品
チ
ー
ム
に
よ
る
企
業
訪
問

製造現場から商品の特徴を聞き取り

平成22年度 やまなし産業大賞の募集平成22年度 やまなし産業大賞の募集


